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１．授業目的・方法(Course objective and method) 

 

経営と地域医療に関する基礎知識を学ぶ 

 

 地域医療経営の基礎的な知識の習得として、組織内部要因である、経営分野、会計分野（財務会計、管理

会計）、保健分野での事業参入について学び、さらに環境要因としての法制度（社会保障制度）について知

識を深め、現実に地域医療の現場から地域医療組織を経営している医療法人理事長、医療法人経営スタッフ

から北海道の地域医療経営の現状を紹介してもらう。授業形式は配布するDVDによる学習とする。初回とあ

と数回は対面授業を計画している。 

 

２．達成目標(Course Goals） 

 ３．授業内容に記載のとおり。 

 

３．授業内容(Course contents) 
 

回数 学習主題 学習内容 達成目標 

1 授業全体の概観 ガイダンス 授業全体の学び方を理解する。 

2 経営学概論（１） 
医療機関で必要な経営ツール

の概説 
経営学の基本的知識を習得する。 

3 会計入門（１） 複式簿記の仕組み 
大部分の企業が複式簿記を使用している。その記帳シス

テムのごく基本的な骨組みを理解する。 

4 会計入門（２） 外部報告会計の仕組み 
企業会計には会計情報を外部の利害関係者に報告する

側面がある。その必要性を理解することが目標である。 

5 管理会計（１） 管理会計の基礎 
経営者および経営管理者の意思決定に有用な会計情報

について理解する。 

6 管理会計（２） 
業績測定・評価システムの設

計、運用 

組織において上位者が下位者を管理するために必要な

会計情報および非財務情報について理解する。 

7 
社会保障法制

（１） 
国民皆保険と自由開業医制 

わが国の医療供給体制・診療報酬制度についての理解を

深めるとともに、公的医療保障制度の意義と課題を把握す

る。 

8 
社会保障法制

（２） 

社会保険方式下での医療「経

営」の意義と課題 

医療保障制度の枠の中で「経営」が何を意味するかを学

ぶ。その際、保険者、被保険者、国家および医療機関そ

れぞれの視点から検討し、各自の「経営」「制度維持・運

営」に関わる責任についての理解を得る。 

9 医療経営 医療経営の手法１ 医療経営の実例をケースを用いて実習 

10 医療経営 医療経営の手法２ 医療経営における費用削減の方法を講義 



 

11 健康科学（１） 
保健医療行政の今後と特定健

診・介護予防のねらいと戦略 

健康づくり・医療・福祉が連動する地域社会の実現を可能

にする行政の取り組みを紹介する。 

12 健康科学（２） 
健康戦略と予防医学対応型住

居のビジネスモデル 

今後発展が期待される健康産業に関するビジネスモデル

を参考に企画・立案・設計する。 

13 地域医療の現状 

夕張希望の杜での地域医療の

実践。予防医学と地域利用を組

み合わせた村上スキームの紹

介 

夕張市の地域医療の現状を通して急速に少子高齢化が

進む我が国における地域医療の問題点を把握する。 

14 地域医療計画 
北海道地域医療計画策定者とし

ての視点 

医療制度改革において（地域）医療計画策定が決定され

た背景を理解するとともに、平成20年3月施行の「北海道

医療計画」の内容を確認する。医療法改正で示された「良

質な医療提供体制の確立」の一環として示された4疾病5

事業への係わりが北海道各地での医療経営に不可欠で

あることを学ぶ。 

15 経営学概論（２） 
各論（医療機関経営戦略・医療

連携など） 
経営学の知識を医療事業へ応用して実践的に理解する。 

 

４．事前学修・事後学修(Preparation and review lesson） 

事前に関連する事例を資料で確認する。 

事後学修はDVDの内容で示されたテキストの該当部分の精読。 

 

５．使用教材(Teaching materials) 

 DVD教材を配布する。 

 

６．成績評価の方法(Grading)  

出席状況，レポート等を総合的に考慮して評価する。 

 出席率 50% 

 最終課題(レポート) 50% 

 

７．成績評価の基準（Grading Criteria) 

 

秀：経営と地域医療に関する基礎知識について秀でた理解力を有している。 

優：経営と地域医療に関する基礎知識について優れた理解力を有している。 

良：経営と地域医療に関する基礎知識について良い理解力を有している。 

可：経営と地域医療に関する基礎知識について理解力を有している。 

不可：経営と地域医療に関する基礎知識について理解力を有していない。 

 

 

８．履修上の注意事項(Remarks) 

初回授業で説明する。 

 

 

 


